
(57)【要約】

【課題】　フランジの薄肉化を実現しつつフランジの面

振れを抑制でき、且つ、現行形状のユニットの代換品と

しても使用可能な車輪支持用転がり軸受ユニットを低コ

ストで提供する。

【解決手段】　車輪支持用転がり軸受ユニットのハブ輪

１及び外輪を、Ｃ含有率が０．４５質量％以上０．６０

質量％以下、Ｓｉ含有率が０．２０質量％以上１．５質

量％以下、Ｍｎ含有率が０．６０質量％以上１．２質量

％以下、Ｃｒ含有率が０．０３質量％以上０．８質量％

以下の鋼からなる素材に対して熱間加工により所定形状

に粗成形する。次に、ハブ輪１の外周面に形成される車

輪取付用フランジ１２を、冷間鍛造により所定形状に成

形する。次に、ハブ輪１及び外輪３に焼入れ処理及び焼

戻し処理を施す。そして、車輪取付用フランジ１２をな

す鋼のオーステナイト結晶粒の長軸の短軸に対する比を

２以上２０以下とする。

【選択図】　　　　図１

JP 2006-142916 A 2006.6.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 周 面 に 内 輪 軌 道 面 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の 端 部 に 外 嵌 さ れ 且 つ そ の 外 周
面 に 内 輪 軌 道 面 が 形 成 さ れ た 内 輪 と 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内 輪 軌 道 面 及 び 前 記 内 輪 の 内 輪 軌 道 面
に 対 応 す る 複 列 の 外 輪 軌 道 面 が 形 成 さ れ た 外 輪 と 、 前 記 内 輪 軌 道 面 及 び 前 記 外 輪 軌 道 面 間
に 転 動 自 在 に 配 設 さ れ た 複 数 の 転 動 体 と 、 を 備 え 、 前 記 ハ ブ 輪 及 び 前 記 外 輪 の う ち 回 転 側
と な る 軌 道 輪 の 外 周 面 に は フ ラ ン ジ が 形 成 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ の 側 面 に 制 動 用 回 転 体 と 車
輪 と が 固 定 さ れ た 状 態 で 使 用 さ れ る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に お い て 、
　 少 な く と も 前 記 回 転 側 と な る 軌 道 輪 は 、 Ｃ 含 有 率 が ０ ． ４ ５ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ６ ０ 質 量 ％
以 下 、 Ｓ ｉ 含 有 率 が ０ ． ２ ０ 質 量 ％ 以 上 １ ． ５ 質 量 ％ 以 下 、 Ｍ ｎ 含 有 率 が ０ ． ６ ０ 質 量 ％
以 上 １ ． ２ 質 量 ％ 以 下 、 Ｃ ｒ 含 有 率 が ０ ． ０ ３ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ８ 質 量 ％ 以 下 の 鋼 か ら な る
素 材 に 対 し て 熱 間 加 工 に よ り 所 定 形 状 に 成 形 が 施 さ れ た 後 、 さ ら に 前 記 フ ラ ン ジ に 対 し て
冷 間 加 工 に よ る 成 形 が 施 さ れ 、 そ の 後 焼 入 れ 処 理 及 び 焼 戻 し 処 理 が 施 さ れ て 得 ら れ 、
　 前 記 フ ラ ン ジ は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 の 短 軸 に 対 す る 比 が ２ 以 上 ２ ０ 以 下 と な
っ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 冷 間 加 工 は 、 ４ ０ ０ ℃ 以 下 の 条 件 で 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車
輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 車 輪 と 、 こ の 車 輪 と 共 に 回 転 す る 制 動 用 回 転 体 （ 例 え ば 、 ブ レ ー
キ ロ ー タ や ブ レ ー キ ド ラ ム ） と を 支 持 す る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト と し て は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ハ ブ 輪 １ ０ と 、
内 輪 ２ ０ と 、 外 輪 ３ ０ と 、 複 数 の 転 動 体 ４ ０ と 、 を 備 え て い る も の が 知 ら れ て い る 。
　 ハ ブ 輪 １ ０ の ア ウ ト ボ ー ド 側 （ 自 動 車 へ の 組 み 付 け 状 態 で 車 幅 方 向 外 側 の 端 部 で あ り 、
図 ６ で は 左 端 部 を 指 す ） に は 、 パ イ ロ ッ ト 部 １ １ ０ と 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ が 設 け ら
れ て い る 。 こ の 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ の 側 面 に は 、 図 示 し な い 車 輪 及 び ブ レ ー キ ロ ー
タ を 取 付 る た め の ハ ブ ボ ル ト ６ ０ が 周 方 向 に 略 等 間 隔 で 複 数 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 ハ ブ 輪 １ ０ の イ ン ボ ー ド 側 （ 自 動 車 へ の 組 み 付 け 状 態 で 車 幅 方 向 内 側 の 端 部 で あ
り 、 図 ６ で は 右 端 部 を 指 す ） に は 、 小 径 段 部 １ ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 小 径 段 部 １ ３
０ に は 、 内 輪 ２ ０ が 嵌 合 し て い る 。 そ し て 、 ハ ブ 輪 １ ０ の 軸 方 向 の 中 間 部 外 周 面 と 内 輪 ２
０ の 外 周 面 に は 、 そ れ ぞ れ 内 輪 軌 道 面 １ ０ ａ ， ２ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 ハ ブ 輪 １ ０ の イ ン ボ ー ド 側 の 先 端 は 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 円 筒 部 （ か し
め 部 ） を 径 方 向 外 方 に か し め 拡 げ る こ と に よ り 、 ハ ブ 輪 １ ０ の 小 径 段 部 １ ３ ０ に 嵌 合 す る
内 輪 ２ ０ が 所 定 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 内 輪 ２ ０ は 、 か し め の 他 、 ナ ッ ト で の 締 結
に よ っ て 必 要 な 与 圧 を 加 え る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 外 輪 ３ ０ の 内 周 面 に は 、 ハ ブ 輪 １ ０ 及 び 内 輪 ２ ０ の 内 輪 軌 道 面 １ ０ ａ ， ２ ０ ａ に 対 応 す
る 複 列 の 外 輪 軌 道 面 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 外 輪 ３ ０ に お い て 、 ハ ブ 輪 １
０ の 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ か ら 離 間 す る 側 の 端 部 に は 、 懸 架 装 置 取 付 用 フ ラ ン ジ ３ １
０ が 設 け ら れ て い る 。
　 そ し て 、 ハ ブ 輪 １ ０ 及 び 内 輪 ２ ０ に 形 成 さ れ た 内 輪 軌 道 面 １ ０ ａ ， ２ ０ ａ と 、 外 輪 ３ ０
に 形 成 さ れ た 外 輪 軌 道 面 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と の 間 に は 、 複 数 の 転 動 体 ４ ０ が 保 持 器 ５ ０ を 介
し て 転 動 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 図 ６ に お い て は 、 転 動 体 ４ ０ と し て 玉 を 用 い た 場 合 に つ い て 説 明 し て い る が 、 重
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量 の 嵩 む 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の 場 合 に は 、 転 動 体 ４ ０ と し て テ ー パ こ ろ を 使 用
す る 場 合 も あ る 。
　 上 記 構 成 の 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト を 自 動 車 に 組 み 付 け る に は 、 非 回 転 側 で あ る
外 輪 ３ ０ の 懸 架 装 置 取 付 用 フ ラ ン ジ ３ １ ０ を 図 示 し な い 懸 架 装 置 に 固 定 し 、 回 転 側 で あ る
ハ ブ 輪 １ ０ の 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ に 、 ハ ブ ボ ル ト ６ ０ を 介 し て 、 図 示 し な い ブ レ ー
キ ロ ー タ 及 び 車 輪 を 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 車 輪 を 懸 架 装 置 に 対 し て 回 転 自 在 に 支 持 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に お い て は 、 転 が り 疲 れ 寿 命 ， 曲 げ 疲 れ 強 度
， 引 っ 張 り 降 伏 強 度 ， 耐 摩 耗 性 等 の 強 度 を 確 保 し つ つ 、 旋 削 性 ， 穿 孔 性 等 の 切 削 性 や 、 内
輪 ２ ０ を 固 定 す る 際 の か し め 加 工 性 等 の 冷 間 加 工 性 を 備 え る 必 要 が あ る 。
　 こ の た め 、 ハ ブ 輪 １ ０ 及 び 外 輪 ３ ０ は 、 Ｓ ５ ５ Ｃ 等 の 機 械 構 造 用 炭 素 鋼 を 熱 間 鍛 造 ・ 放
冷 し た 後 に 旋 削 等 に よ り 所 定 形 状 に 加 工 さ れ る と と も に 、 ハ ブ 輪 １ ０ の 車 輪 取 付 用 フ ラ ン
ジ １ ２ ０ の イ ン ボ ー ド 側 の 付 け 根 部 か ら 内 輪 軌 道 面 １ ０ ａ ， ２ ０ ａ を 経 て 小 径 段 部 １ ３ ０
に 至 る ま で の 領 域 に は 、 高 周 波 焼 入 れ が 施 さ れ 、 表 面 硬 さ が Ｈ Ｒ Ｃ ５ ８ 以 上 の 入 れ 硬 化 層
７ ０ を 形 成 す る こ と が 一 般 的 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 回 転 側 の ハ ブ 輪 １ ０ に 形 成 さ れ た 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ は 、 ブ レ ー キ ロ
ー タ 等 の 制 動 用 回 転 体 や 車 輪 を 取 付 る た め の 基 準 面 と な る 。 し か し な が ら 、 近 年 、 軽 量 化
を 目 的 と し て 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ の 薄 肉 化 が 進 む に つ れ て 、 ハ ブ ボ ル ト ６ ０ で 締 結
す る 際 に 加 わ る ト ル ク に よ り 、 ハ ブ ボ ル ト ６ ０ の ボ ル ト 用 穴 の 周 囲 に 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン
ジ １ ２ ０ を な す 鋼 の 降 伏 強 度 以 上 の 応 力 が 発 生 し 、 基 準 面 と な る フ ラ ン ジ 面 に ミ ク ロ ン オ
ー ダ ー の 塑 性 変 形 が 生 じ る 場 合 が あ る 。 フ ラ ン ジ 面 に 塑 性 変 形 が 生 じ る と 、 ハ ブ 輪 １ ０ の
回 転 軸 に 対 し て 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ が 直 角 に 保 持 さ れ な く な り 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン
ジ １ ２ ０ の 面 振 れ が 発 生 す る た め 、 自 動 車 の 制 動 時 に 不 快 な 騒 音 を 伴 う 振 動 （ ジ ャ ダ ー ）
の 発 生 が 誘 発 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 よ っ て 、 近 年 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ に は 、 上 述 し た 薄 肉 化 に 加 え て 、 ハ ブ 輪 １ ０
及 び 外 輪 ３ ０ の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 数 １ ０ ミ ク ロ ン 程 度 或 い は １ ０ ミ ク ロ ン 以 内 に 面 振 れ
を 制 御 す る こ と が 要 求 さ れ て き て い る 。
　 こ の よ う な 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ の 面 振 れ は 、 上 述 し た よ う に 、 ハ ブ ボ ル ト ６ ０ の
締 結 時 に お け る フ ラ ン ジ 面 の 塑 性 変 形 に 加 え て 、 切 削 時 の 加 工 精 度 に よ り 生 じ る こ と が 知
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ の 薄 肉 化 を 実 現 し つ つ 、 フ ラ ン ジ 面 に 塑 性 変 形 を 生
じ 難 く す る た め の 手 段 と し て 、 素 材 を な す 鋼 中 の Ｃ 含 有 率 を 高 く し た り 、 強 度 向 上 元 素 で
あ る Ｓ ｉ ， Ｍ ｎ ， Ｖ を 添 加 す る こ と に よ り 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ ０ を な す 鋼 の 降 伏 強
度 を 高 く す る 手 段 が 考 え ら れ る が 、 コ ス ト の 上 昇 が 避 け ら れ な い 。
　 特 許 文 献 １ に は 、 低 コ ス ト で フ ラ ン ジ 面 の 塑 性 変 形 を 生 じ 難 く す る た め に 、 車 輪 取 付 用
フ ラ ン ジ の ア ウ ト ボ ー ド 側 付 け 根 部 分 （ 例 え ば 、 フ ラ ン ジ 面 か ら パ イ ロ ッ ト 部 に 延 び る 隅
部 ） に 表 面 硬 化 層 を 形 成 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ 及 び 特 許 文 献 ３ に は 、 切 削 時 の 加 工 精 度 を 向 上 さ せ る た め に 、 ハ ブ 輪
及 び 外 輪 を 冷 間 鍛 造 に よ り 成 形 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 　
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ７ ０ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ３ １ ７ ７ ７ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ８ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
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　 し か し な が ら 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ に 記 載 の 手 段 で は 、 表 面 硬 化 層 を 形 成 す る 際 の 熱 処
理 の 条 件 に よ っ て は 、 フ ラ ン ジ 面 に 塑 性 変 形 が 生 じ る と い う 不 具 合 が あ る 。
　 ま た 、 上 述 し た 特 許 文 献 ２ 及 び 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 手 段 で は 、 冷 間 鍛 造 時 の 成 形 量 の 大
き な 部 分 に 割 れ が 生 じ て 十 分 な 強 度 が 得 ら れ な い お そ れ が あ る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 及 び 外 輪 の
全 面 を 冷 間 鍛 造 で 成 形 す る こ と で 、 最 終 的 に 完 成 す る ユ ニ ッ ト が 現 行 の ユ ニ ッ ト 形 状 と 異
な っ て し ま い 、 現 行 形 状 の ユ ニ ッ ト の 代 換 品 と し て 使 用 で き な い と い う 不 具 合 が あ る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 不 具 合 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 フ ラ ン ジ
の 薄 肉 化 を 実 現 し つ つ フ ラ ン ジ の 面 振 れ を 抑 制 で き 、 且 つ 、 現 行 形 状 の ユ ニ ッ ト の 代 換 品
と し て も 使 用 可 能 な 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト を 低 コ ス ト で 提 供 す る こ と を 課 題 と し
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 外
周 面 に 内 輪 軌 道 面 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の 端 部 に 外 嵌 さ れ 且 つ そ の 外 周 面 に
内 輪 軌 道 面 が 形 成 さ れ た 内 輪 と 、 前 記 ハ ブ 輪 の 内 輪 軌 道 面 及 び 前 記 内 輪 の 内 輪 軌 道 面 に 対
応 す る 複 列 の 外 輪 軌 道 面 が 形 成 さ れ た 外 輪 と 、 前 記 内 輪 軌 道 面 及 び 前 記 外 輪 軌 道 面 間 に 転
動 自 在 に 配 設 さ れ た 複 数 の 転 動 体 と 、 を 備 え 、 前 記 ハ ブ 輪 及 び 前 記 外 輪 の う ち 回 転 側 と な
る 軌 道 輪 の 外 周 面 に は フ ラ ン ジ が 形 成 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ の 側 面 に 制 動 用 回 転 体 と 車 輪 と
が 固 定 さ れ た 状 態 で 使 用 さ れ る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に お い て 、 少 な く と も 前 記
回 転 側 と な る 軌 道 輪 は 、 Ｃ 含 有 率 が ０ ． ４ ５ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ６ ０ 質 量 ％ 以 下 、 Ｓ ｉ 含 有 率
が ０ ． ２ ０ 質 量 ％ 以 上 １ ． ５ 質 量 ％ 以 下 、 Ｍ ｎ 含 有 率 が ０ ． ６ ０ 質 量 ％ 以 上 １ ． ２ 質 量 ％
以 下 、 Ｃ ｒ 含 有 率 が ０ ． ０ ３ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ８ 質 量 ％ 以 下 の 合 金 鋼 か ら な る 素 材 に 対 し て
熱 間 加 工 に よ り 所 定 形 状 に 成 形 が 施 さ れ た 後 、 さ ら に 前 記 フ ラ ン ジ に 対 し て 冷 間 加 工 に よ
る 成 形 が 施 さ れ 、 そ の 後 焼 入 れ 処 理 及 び 焼 戻 し 処 理 が 施 さ れ て 得 ら れ 、 前 記 フ ラ ン ジ は 、
オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 の 短 軸 に 対 す る 比 が ２ 以 上 ２ ０ 以 下 と な っ て い る こ と を 特 徴
と す る も の で あ る 。
　 な お 、 本 発 明 に お い て 「 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 」 と は 、 初 析 フ ェ ラ イ ト に 囲 ま れ た パ ー
ラ イ ト の 結 晶 粒 の 平 均 値 を 指 す 。 こ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 は 、 フ ラ ン ジ の 表 面 又 は 断 面
を 腐 食 さ せ る こ と で 現 出 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 各 数 値 限 定 の 理 由 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
〔 Ｃ 含 有 率 ： ０ ． ４ ５ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ６ ０ 質 量 ％ 以 下 〕
　 Ｃ （ 炭 素 ） は 、 鋼 に 必 要 な 強 度 と 寿 命 を 付 与 す る 作 用 を 有 す る 。 こ の 作 用 を 得 る た め に
、 Ｃ 含 有 率 は ０ ． ４ ５ 質 量 ％ 以 上 と す る 。
　 一 方 、 Ｃ 含 有 率 が 多 過 ぎ る と 、 冷 間 加 工 時 の 変 形 抵 抗 が 大 き く な り 、 変 形 に 伴 う 割 れ 発
生 確 率 が 高 く な る 。 よ っ て 、 Ｃ 含 有 率 は ０ ． ６ ０ 質 量 ％ 以 下 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
〔 Ｓ ｉ 含 有 率 ： ０ ． ２ ０ 質 量 ％ 以 上 １ ． ５ 質 量 ％ 以 下 〕
　 Ｓ ｉ （ ケ イ 素 ） は 、 製 鋼 時 に 脱 酸 剤 と し て の 作 用 を 有 す る と と も に 、 転 が り 疲 れ 寿 命 を
向 上 さ せ る 作 用 を 有 す る 。 こ れ ら の 作 用 を 得 る た め に 、 Ｓ ｉ 含 有 率 は ０ ． ２ ０ 質 量 ％ 以 上
と す る 。
　 一 方 、 Ｓ ｉ 含 有 率 が 多 過 ぎ る と 、 冷 間 加 工 時 の 変 形 抵 抗 が 大 き く な り 、 変 形 に 伴 う 割 れ
発 生 確 率 が 高 く な る 。 よ っ て 、 Ｓ ｉ 含 有 率 は １ ． ５ 質 量 ％ 以 下 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 Ｍ ｎ 含 有 率 ： ０ ． ６ ０ 質 量 ％ 以 上 １ ． ２ 質 量 ％ 以 下 〕
　 Ｍ ｎ （ マ ン ガ ン ） は 、 Ｓ ｉ と 同 様 に 、 製 鋼 時 に 脱 酸 剤 と し て の 作 用 を 有 す る 他 、 焼 入 れ
性 を 向 上 さ せ る 作 用 を 有 す る 。 こ れ ら の 作 用 を 得 る た め に 、 Ｍ ｎ 含 有 率 は ０ ． ６ ０ 質 量 ％
以 上 と す る 。
　 一 方 、 Ｍ ｎ 含 有 率 が 多 過 ぎ る と 、 冷 間 加 工 時 の 変 形 抵 抗 が 大 き く な り 、 変 形 に 伴 う 割 れ
発 生 確 率 が 高 く な る 。 よ っ て 、 Ｍ ｎ 含 有 率 は １ ． ２ 質 量 ％ 以 下 と す る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
〔 Ｃ ｒ 含 有 率 ： ０ ． ０ ３ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ８ 質 量 ％ 以 下 〕
　 Ｃ ｒ （ ク ロ ム ） は 、 焼 入 れ 性 を 向 上 さ せ る 作 用 を 有 す る 。 こ の 作 用 を 得 る た め に 、 Ｃ ｒ
含 有 率 は ０ ． ０ ３ 質 量 ％ 以 上 と す る 。
　 一 方 、 Ｃ ｒ 含 有 率 が 多 過 ぎ る と 、 短 時 間 の 加 熱 処 理 で 行 わ れ る 高 周 波 焼 入 れ 処 理 を 施 す
こ と が 難 し く な る 。 よ っ て 、 Ｃ ｒ 含 有 率 は ０ ． ８ 質 量 ％ 以 下 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
〔 鋼 の そ の 他 の 構 成 成 分 に つ い て 〕
　 本 発 明 で 使 用 す る 鋼 は 、 上 述 し た 必 須 成 分 （ Ｃ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｎ ， Ｃ ｒ ） 以 外 は 実 質 的 に Ｆ
ｅ （ 鉄 ） か ら な る が 、 不 可 避 不 純 物 と し て 、 Ｓ （ 硫 黄 ） ， Ｐ （ リ ン ） ， Ａ ｌ （ ア ル ミ ニ ウ
ム ） ， Ｔ ｉ （ チ タ ン ） ， Ｏ （ 酸 素 ） 等 が コ ス ト の 著 し い 上 昇 を 招 か な い 範 囲 で 含 有 さ れ て
い て も よ い 。
　 そ し て 、 上 述 し た 特 定 の 鋼 か ら な る 素 材 に 対 し て 熱 間 加 工 に よ り 所 定 形 状 に 粗 成 形 を 施
し た 後 、 さ ら に フ ラ ン ジ に 対 し て 以 下 に 示 す 冷 間 加 工 に よ る 成 形 を 施 し 、 そ の 後 焼 入 れ 処
理 及 び 焼 戻 し 処 理 を 施 す こ と で 、 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 の 短 軸 に 対 す る
比 （ 以 下 、 「 長 軸 ／ 短 軸 比 」 と 記 す 。 ） を 特 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 冷 間 加 工 に つ い て 〕
　 冷 間 加 工 の 種 類 と し て は 、 例 え ば 、 冷 間 鍛 造 や 冷 間 ロ ー リ ン グ が 挙 げ ら れ る 。 こ こ で 、
冷 間 加 工 の 処 理 温 度 が 高 く な り 過 ぎ る と 、 転 位 の 回 復 が 生 じ て 冷 間 加 工 で 付 与 し た 強 度 が
再 び 低 下 す る こ と に な る 。 よ っ て 、 冷 間 加 工 は 、 ４ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 行 う こ と が 好 ま し
い 。 ま た 、 歪 み 時 効 硬 化 を 得 る た め に 、 冷 間 加 工 を 施 し た 後 に 、 さ ら に ２ ０ ０ ℃ 程 度 ま で
加 熱 す る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 加 工 効 率 等 を 考 慮 し て 、 フ ラ ン ジ に 加 え て 、 ハ ブ 輪 の
パ イ ロ ッ ト 部 に 同 時 に 冷 間 加 工 に よ る 成 形 を 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 ： ２ 以 上 ２ ０ 以 下 〕
　 フ ェ ラ イ ト ／ パ ー ラ イ ト 組 織 を 有 す る 炭 素 鋼 に 対 し て 冷 間 加 工 を 施 す と 、 炭 素 鋼 の 結 晶
粒 が 変 形 し て 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 が 変 化 す る 。 通 常 の 熱 間 加 工 （ 例 え
ば 、 熱 間 鍛 造 や 熱 間 ロ ー リ ン グ ） を 施 し た 後 に 放 冷 し た 場 合 に は 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒
の 長 軸 ／ 短 軸 比 が １ と な る が 、 結 晶 粒 が 変 形 し て 上 述 し た 長 軸 ／ 短 軸 比 が 大 き く な る ほ ど
強 度 が 向 上 す る 。 本 発 明 で は 、 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の フ ラ ン ジ と し て 必 要 な 強
度 （ 転 が り 疲 れ 寿 命 や 変 形 抵 抗 ） を 得 る た め に 、 フ ラ ン ジ を な す 鋼 の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶
粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 を ２ 以 上 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 が 大 き く な り 過 ぎ る と 、 素 材 を な す 鋼 の 伸
び 限 界 値 を 超 え る お そ れ が あ る と と も に 、 冷 間 加 工 に 伴 う 割 れ 発 生 確 率 が 高 く な る 。 よ っ
て 、 フ ラ ン ジ を な す 鋼 の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 は ２ ０ 以 下 と す る 。 な お 、
加 工 率 の 増 加 と と も に 加 工 に 対 す る 変 形 抵 抗 は 大 き く な り 、 冷 間 加 工 に 伴 う 割 れ 発 生 確 率
が 増 加 す る た め 、 フ ラ ン ジ を な す 鋼 の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 は ２ 以 上 １ ０
以 下 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に よ れ ば 、 ハ ブ 輪 及 び 外 輪 の う ち 回 転 側 と
な る 軌 道 輪 を 、 特 定 の 鋼 に 対 し て 熱 間 加 工 に よ り 所 定 形 状 に 成 形 し た 後 、 こ の 軌 道 輪 の 外
周 面 に 形 成 さ れ る フ ラ ン ジ に 対 し て さ ら に 冷 間 加 工 に よ る 成 形 を 施 し 、 そ の 後 焼 入 れ 処 理
及 び 焼 戻 し 処 理 を 施 す こ と で 、 フ ラ ン ジ を な す 鋼 の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比
を 特 定 し た こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ の 塑 性 変 形 を 抑 制 し 、 且 つ 、 フ ラ ン ジ の 加 工 精 度 が 向 上
す る た め 、 フ ラ ン ジ の 面 振 れ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 軌 道 輪 を 特 定 の 合 金 鋼 か ら 形 成 し た こ と に よ り 、 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト
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に は 、 転 が り 疲 れ 寿 命 ， 曲 げ 疲 れ 強 度 ， 引 っ 張 り 降 伏 強 度 ， 耐 摩 耗 性 等 の 強 度 も 付 与 で き
る 。
　 さ ら に 、 軌 道 輪 全 体 で は な く 、 特 に フ ラ ン ジ の 成 形 を 冷 間 加 工 で 行 っ て い る た め 、 フ ラ
ン ジ の 切 削 性 を 向 上 で き る と と も に 、 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト 全 体 の 形 状 を 現 行 形
状 に 維 持 で き る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ の 薄 肉 化 を
実 現 し つ つ フ ラ ン ジ の 面 振 れ を 抑 制 で き 、 且 つ 、 現 行 形 状 の ユ ニ ッ ト の 代 換 品 と し て 使 用
可 能 な 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト を 低 コ ス ト で 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ハ ブ 輪 （ 回 転 側 の 軌 道 輪 ）
１ と 、 内 輪 ２ と 、 外 輪 ３ と 、 複 数 の 転 動 体 ４ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
　 ハ ブ 輪 １ の ア ウ ト ボ ー ド 側 （ 自 動 車 へ の 組 み 付 け 状 態 で 車 幅 方 向 外 側 の 端 部 で あ り 、 図
１ で は 左 端 部 を 指 す ） に は 、 パ イ ロ ッ ト 部 １ １ と 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ が 設 け ら れ て い
る 。 こ の 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ は 、 ハ ブ 輪 １ の 外 周 面 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 側 面 に は
、 図 示 し な い 車 輪 や ブ レ ー キ ロ ー タ （ 制 動 用 回 転 体 ） を 取 付 る た め の ハ ブ ボ ル ト ６ が 周 方
向 に 略 等 間 隔 で 複 数 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の ハ ブ ボ ル ト ６ に よ っ て 、 車 輪 取 付 用 フ
ラ ン ジ １ ２ の ア ウ ト ボ ー ド 側 の 側 面 に 、 車 輪 や ブ レ ー キ ロ ー タ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 ハ ブ 輪 １ の イ ン ボ ー ド 側 （ 自 動 車 へ の 組 み 付 け 状 態 で 車 幅 方 向 内 側 の 端 部 で あ り
、 図 １ で は 右 端 部 を 指 す ） に は 、 小 径 段 部 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 小 径 段 部 １ ３ に は
、 内 輪 ２ が 嵌 合 し て お り 、 こ の 内 輪 ２ の 外 周 面 と ハ ブ 輪 １ の 軸 方 向 の 中 間 部 外 周 面 に は 、
そ れ ぞ れ 内 輪 軌 道 面 １ ａ ， ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 １ の イ ン ボ ー ド 側 の 先 端
は 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ の 円 筒 部 を 径 方 向 外 方 に か し め 拡 げ る こ と に よ り 、 ハ ブ 輪
１ の 小 径 段 部 １ ３ に 嵌 合 す る 内 輪 ２ が 所 定 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 輪 ３ の 内 周 面 に は 、 ハ ブ 輪 １ 及 び 内 輪 ２ に 形 成 さ れ た 内 輪 軌 道 面 １ ａ ， ２ ａ に 対 応 す
る 外 輪 軌 道 面 ３ ａ ， ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 １ の 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ １ か
ら 離 間 す る 側 の 外 輪 ３ の 端 部 に は 、 懸 架 装 置 取 付 用 フ ラ ン ジ ３ １ が 設 け ら れ て い る 。
　 そ し て 、 ハ ブ 輪 １ 及 び 内 輪 ２ に 形 成 さ れ た 内 輪 軌 道 面 １ ａ ， ２ ａ と 、 外 輪 ３ に 形 成 さ れ
た 複 列 の 外 輪 軌 道 面 ３ ａ ， ３ ｂ と の 間 に は 、 複 数 の 転 動 体 ４ が 保 持 器 ５ を 介 し て 転 動 可 能
に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ハ ブ 輪 １ 及 び 外 輪 ３ を 、 表 １ に 示 す 各 組 成 の 鋼 か ら な る 素 材 に 対 し て
、 １ １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ℃ の 熱 間 鍛 造 （ 熱 間 加 工 ） に て 粗 成 形 し た 後 、 ハ ブ 輪 １ の ア ウ ト ボ
ー ド 側 に 位 置 す る パ イ ロ ッ ト 部 １ １ と 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ に 対 し て 、 表 ２ に 示 す 各 温
度 で 冷 間 鍛 造 （ 冷 間 加 工 ） し て 成 形 を 行 っ た 。 そ し て 、 ハ ブ 輪 １ 及 び 外 輪 ３ の 各 軌 道 面 １
ａ ， ３ ａ に 対 し て 、 １ ０ ０ ０ ℃ で ３ 秒 間 保 持 す る こ と に よ る 高 周 波 焼 入 れ を 行 っ た 後 、 １
６ ０ ～ １ ８ ０ ℃ で ２ 時 間 保 持 す る こ と に よ る 焼 戻 し を 行 い 、 さ ら に 最 終 研 削 仕 上 げ を 行 っ
た 。 な お 、 表 ２ に 示 す Ｎ ｏ ． ２ ８ で は 、 表 １ に 示 す 組 成 の 鋼 か ら な る 素 材 に 対 し て 、 ５ ０
０ ℃ の 温 間 鍛 造 （ 温 間 加 工 ） に て 成 形 し た 後 放 冷 し 、 さ ら に 切 削 加 工 を 行 う こ と で 仕 上 げ
た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た ハ ブ 輪 １ の 車 輪 支 持 用 フ ラ ン ジ １ ２ に お い て 、 オ ー ス テ ナ イ ト
結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 の 測 定 と 、 フ ラ ン ジ 面 振 れ に よ る 変 形 抵 抗 試 験 と 、 ド リ ル 穿 孔 試 験
と を 、 以 下 に 示 す よ う に し て 行 っ た 。
〔 オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 の 測 定 に つ い て 〕
　 ま ず 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ を ハ ブ ボ ル ト ６ の Ｐ Ｃ Ｄ （ ピ ッ チ 円 直 径 ） 位 置 で 切 り 出
し て 、 そ の 断 面 に 鏡 面 仕 上 げ を 施 し た 。 次 に 、 鏡 面 仕 上 げ が 施 さ れ た 断 面 を ３ ％ の ピ ク リ
ン 酸 ア ル コ ー ル 溶 液 で 腐 食 さ せ た 。 そ し て 、 腐 食 後 の 断 面 を 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 で 観 察 し
、 検 査 対 象 と し て ５ ｍ ｍ 2  の 範 囲 に 存 在 す る オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 と 短 軸 の 平 均 値
を 測 定 し 、 そ の 長 軸 ／ 短 軸 比 を 算 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
〔 変 形 抵 抗 試 験 に つ い て 〕
　 車 輪 支 持 用 フ ラ ン ジ １ ２ の フ ラ ン ジ 面 振 れ を 検 証 す る た め に 、 ハ ブ ボ ル ト ６ の 締 結 時 に
加 わ る ト ル ク に よ る フ ラ ン ジ 面 の 変 形 抵 抗 値 を 測 定 す る 変 形 抵 抗 試 験 を 行 っ た 。 具 体 的 に
は ま ず 、 車 輪 取 付 け 用 フ ラ ン ジ １ ２ に 、 ハ ブ ボ ル ト ６ を 介 し て ハ ブ 輪 １ の み を 、 ト ル ク １
２ ０ Ｎ ・ ｍ で 締 結 し た 。 そ の 後 、 ハ ブ ボ ル ト ６ を 取 り は ず し て 、 ハ ブ ボ ル ト ６ の ボ ル ト 孔
の Ｐ Ｃ Ｄ 位 置 に お い て フ ラ ン ジ 面 の 変 形 抵 抗 値 を 測 定 し た 。 そ し て 、 そ の 最 大 変 位 値 と 最
小 変 位 値 の 差 を 最 大 面 振 れ 量 と し 、 そ の 逆 数 を 変 形 抵 抗 値 と し て 定 義 し た 。 こ の 結 果 は 、
Ｎ ｏ ． ２ ８ の 変 形 抵 抗 値 を １ ． ０ と し た 時 の 比 と し て 、 表 ２ に 併 せ て 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
〔 ド リ ル 穿 孔 試 験 に つ い て 〕
　 車 輪 支 持 用 フ ラ ン ジ １ ２ の 切 削 性 を 検 証 す る た め に 、 車 輪 支 持 用 フ ラ ン ジ １ ２ の ボ ル ト
孔 を 加 工 す る 際 の 工 具 の 寿 命 を 測 定 す る ド リ ル 穿 孔 試 験 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 、 工 具 と し
て 直 径 ４ ｍ ｍ の 超 硬 ド リ ル を 用 い て 、 回 転 数 ： １ ５ ０ ０ ｍ ｉ ｎ - 1 、 送 り 量 ： ０ ． １ ｍ ｍ ／
ｒ ｅ ｖ 、 穴 あ け 深 さ ： １ ０ ｍ ｍ 、 無 潤 滑 条 件 下 で 車 輪 支 持 用 フ ラ ン ジ １ ２ へ の ボ ル ト 孔 の
加 工 を 工 具 に 破 損 が 生 じ る ま で 行 っ た 。 そ し て 、 破 損 が 生 じ る ま で の 時 間 を 工 具 寿 命 と し
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て 定 義 し た 。 こ の 結 果 は 、 Ｎ ｏ ． ２ ８ の 工 具 寿 命 よ り も 長 か っ た 場 合 に は 「 ○ 」 、 短 か っ
た 場 合 に は 「 × 」 と し て 、 表 ２ に 併 せ て 示 し た 。
　 次 に 、 上 述 の よ う に し て 得 ら れ た ハ ブ 輪 １ 及 び 外 輪 ３ と 、 そ の 他 の 部 品 （ 通 常 品 ） と を
用 い て 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト を 完 成 さ せ た 。
　 そ し て 、 完 成 後 の 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に 対 し て 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 試 験 と 転 が り
疲 れ 寿 命 試 験 と を 、 そ れ ぞ れ 以 下 の よ う に し て 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
〔 曲 げ 疲 れ 寿 命 試 験 に つ い て 〕
　 車 輪 取 付 け 用 フ ラ ン ジ １ ２ に ハ ブ ボ ル ト ６ を 介 し て 車 輪 を 固 定 し 、 ア ウ ト ボ ー ド 側 か ら
車 輪 に 対 し て ０ ． ９ Ｇ 相 当 の 旋 回 荷 重 （ 図 １ に 示 す Ｌ １ ） を 付 与 し た 状 態 で 、 １ ０ ０ 時 間
を 上 限 と し て 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ に 疲 労 破 壊 が 生 じ る ま で 車 輪 を 回 転 さ せ た 。 そ し
て 、 疲 労 破 壊 が 生 じ る ま で の 時 間 を 曲 げ 疲 れ 寿 命 と し て 定 義 し た 。 こ の 結 果 は 、 Ｎ ｏ ． ２
８ の 曲 げ 疲 れ 寿 命 を １ ． ０ と し た 時 の 比 と し て 、 表 ２ に 併 せ て 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 転 が り 疲 れ 寿 命 試 験 に つ い て 〕
　 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の 転 が り 面 １ ａ ， ２ ａ ， ３ ａ ， ３ ｂ に 、 ４ ０ ０ ０ Ｎ の ラ
ジ ア ル 荷 重 （ 図 １ に 示 す Ｌ ２ ） を 付 与 し た 状 態 で 、 １ ０ ０ 時 間 を 上 限 と し て 、 ハ ブ 輪 １ 又
は 外 輪 ３ に 破 損 が 生 じ る ま で 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の 運 転 を 行 っ た 。 そ し て 、 破
損 が 生 じ る ま で の 時 間 を 転 が り 疲 れ 寿 命 と し て 定 義 し た 。 こ の 結 果 は 、 Ｎ ｏ ． ２ ８ の 転 が
り 疲 れ 寿 命 よ り も 長 か っ た も の を 「 ○ 」 、 短 か っ た も の を 「 × 」 と し て 、 表 ２ に 併 せ て 示
し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 例 で あ る Ｎ ｏ ． １ ～ Ｎ ｏ ． ２ ７ で は 、 比 較 例 で あ る Ｎ ｏ ． ２
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８ ～ Ｎ ｏ ． ３ ７ と 比 べ て 、 十 分 な 変 形 抵 抗 性 ， ド リ ル 穿 孔 性 ， 曲 げ 疲 れ 寿 命 ， 転 が り 疲 れ
寿 命 を 全 て 備 え て い る こ と が 分 か る 。 つ ま り 、 Ｎ ｏ ． １ ～ Ｎ ｏ ． ２ ７ で は 、 ド リ ル 穿 孔 性
お よ び 転 が り 疲 れ 寿 命 が い ず れ も Ｎ ｏ ． ２ ８ よ り も 良 好 で あ り 、 変 形 抵 抗 性 及 び 曲 げ 疲 れ
寿 命 が い ず れ も Ｎ ｏ ． ２ ８ の １ ． ０ 倍 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 に 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ に 対 す る 冷 間 鍛 造 の 加 工 温 度 を ４ ０ ０ ℃ 以 下 で 行 っ た Ｎ
ｏ ． １ ～ Ｎ ｏ ． ２ ６ で は 、 加 工 温 度 を ４ ０ ０ ℃ 超 過 で 行 っ た Ｎ ｏ ． ２ ７ と 比 べ て 、 変 形 抵
抗 性 及 び 曲 げ 疲 れ 寿 命 が い ず れ も 優 れ て い る 。
　 ま た 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ に 対 す る 冷 間 鍛 造 を 行 っ た 後 、 さ ら に １ ５ ０ ℃ ～ ２ ５ ０
℃ 程 度 で 加 熱 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 変 形 抵 抗 性 が Ｎ ｏ ． ２ ８ の ３ ． ８ 倍 以 上 と な っ て い
る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 ハ ブ 輪 １ を 本 発 明 の 鋼 種 Ｓ － １ で 構 成 し た が 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ １ ２ の オ ー ス
テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 が 本 発 明 の 範 囲 超 過 の Ｎ ｏ ． ２ ９ で は 、 同 一 の 鋼 種 Ｓ － １
で 構 成 し 、 且 つ 、 上 述 し た オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 が 本 発 明 の 範 囲 内 の Ｎ ｏ
． １ ～ Ｎ ｏ ． ２ ７ と 比 べ て 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 が 短 く な っ て い た 。
　 さ ら に 、 ハ ブ 輪 １ を 、 Ｃ 含 有 率 ， Ｓ ｉ 含 有 率 ， Ｍ ｎ 含 有 率 ， Ｃ ｒ 含 有 率 が そ れ ぞ れ 本 発
明 の 範 囲 未 満 の 鋼 種 Ｈ － １ ， ３ ， ５ ， ７ で 構 成 し た Ｎ ｏ ． ３ ０ ， ３ ２ ， ３ ４ ， ３ ６ で は 、
い ず れ も 転 が り 疲 れ 寿 命 が Ｎ ｏ ． ２ ８ よ り も 短 く な っ て い た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 ハ ブ 輪 １ を 、 Ｃ 含 有 率 ， Ｓ ｉ 含 有 率 ， Ｍ ｎ 含 有 率 ， Ｃ ｒ 含 有 率 が そ れ ぞ れ 本 発
明 の 範 囲 超 過 の 鋼 種 Ｈ － ２ ， ４ ， ６ ， ８ で 構 成 し た Ｎ ｏ ． ３ １ ， ３ ３ ， ３ ５ ， ３ ７ で は 、
い ず れ も ド リ ル 穿 孔 性 が Ｎ ｏ ． ２ ８ よ り も 不 良 で あ り 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 が Ｎ ｏ ． ２ ８ の ０ ．
１ 倍 で あ っ た 。
　 表 ２ に 示 す Ｎ ｏ ． ６ ～ Ｎ ｏ ． １ ２ ， Ｎ ｏ ． ２ ８ ～ Ｎ ｏ ． ２ ９ の 結 果 を 用 い て 、 車 輪 取 付
用 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 と 、 フ ラ ン ジ 面 の 変 形 抵 抗 性 と の 関 係
を 示 す 図 ２ の グ ラ フ を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 を ２ 以
上 と す る こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ 面 に 優 れ た 変 形 抵 抗 性 が 得 ら れ 、 Ｎ ｏ ． ２ ８ の １ ． ６ 倍 以
上 と な っ て い る こ と が 分 か る 。
　 ま た 、 表 ２ に 示 す Ｎ ｏ ． ６ ～ Ｎ ｏ ． １ ２ ， Ｎ ｏ ． ２ ８ ～ Ｎ ｏ ． ２ ９ の 結 果 を 用 い て 、 車
輪 取 付 用 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 と 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 と の 関 係 を 示
す 図 ３ の グ ラ フ を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 を ２ 以
上 と す る こ と に よ り 、 優 れ た 曲 げ 疲 れ 寿 命 が 得 ら れ 、 Ｎ ｏ ． ２ ８ の ２ ． ０ 倍 以 上 と な っ て
い る こ と が 分 か る 。
　 さ ら に 、 表 ２ に 示 す Ｎ ｏ ． １ ～ Ｎ ｏ ． ５ ， Ｎ ｏ ． ２ ８ の 結 果 を 用 い て 、 車 輪 取 付 用 フ ラ
ン ジ に 対 す る 冷 間 加 工 温 度 と 、 フ ラ ン ジ 面 の 変 形 抵 抗 性 と の 関 係 を 示 す 図 ４ の グ ラ フ を 作
成 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 冷 間 加 工 温 度 が ４ ０ ０ ℃ を 超 え る と 、 フ ラ ン ジ 面 の 変 形 抵 抗 性 が 劣
り 、 Ｎ ｏ ． ２ ８ の １ ． ６ 倍 未 満 と な っ て い る こ と が 分 か る 。
　 さ ら に 、 表 ２ に 示 す Ｎ ｏ ． １ ～ Ｎ ｏ ． ５ ， Ｎ ｏ ． ２ ８ の 結 果 を 用 い て 、 車 輪 取 付 用 フ ラ
ン ジ に 対 す る 冷 間 加 工 温 度 と 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 と の 関 係 を 示 す 図 ５ の グ ラ フ を 作 成 し た 。
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 冷 間 加 工 温 度 が ４ ０ ０ ℃ を 超 え る と 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 が 短 く な り 、 Ｎ
ｏ ． ２ ８ の ３ ． ０ 倍 未 満 と な っ て い る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 以 上 の 結 果 よ り 、 ハ ブ 輪 １ を 本 発 明 の 範 囲 内 の 鋼 で 構 成 し 、 且 つ 、 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ
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１ ２ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 を ２ 以 上 ２ ０ 以 下 と す る こ と に よ り 、 転 が り
疲 れ 寿 命 や 曲 げ 疲 れ 寿 命 等 の 強 度 や 、 ド リ ル 穿 孔 性 等 の 切 削 性 を 十 分 に 備 え つ つ 、 フ ラ ン
ジ 面 の 変 形 抵 抗 性 を 十 分 に 備 え る こ と が で き る 。 よ っ て 、 駆 動 時 に 必 要 な 強 度 を 備 え つ つ
、 制 動 時 に ジ ャ ダ ー の 発 生 し 難 い 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 と 、 フ ラ ン ジ 面 の 変
形 抵 抗 性 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ 】 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ の オ ー ス テ ナ イ ト 結 晶 粒 の 長 軸 ／ 短 軸 比 と 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 と
の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ に 対 す る 冷 間 加 工 温 度 と 、 フ ラ ン ジ 面 の 変 形 抵 抗 性 と の 関 係
を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ に 対 す る 冷 間 加 工 温 度 と 、 曲 げ 疲 れ 寿 命 と の 関 係 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 車 輪 支 持 用 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 　 　 １ 　 　 　 　 ハ ブ 輪
　 　 　 ２ 　 　 　 　 内 輪
　 　 　 ３ 　 　 　 　 外 輪
　 　 　 ４ 　 　 　 　 玉 （ 転 動 体 ）
　 　 　 ５ 　 　 　 　 保 持 器
　 　 　 ６ 　 　 　 　 ハ ブ ボ ル ト
　 　 １ １ 　 　 　 　 パ イ ロ ッ ト 部
　 　 １ ２ 　 　 　 　 車 輪 取 付 用 フ ラ ン ジ
　 　 ３ １ 　 　 　 　 懸 架 装 置 取 付 用 フ ラ ン ジ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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